
平成22年2月定例記者会見（１） 

平成２２年当初予算  市長コメント 
  
 今回の案件につきましては、３月議会に提出いたします「議案」のみで

ございまして、当初予算及び各議案関係について説明いたします。 
  
 ３月議会は、平成２２年３月１日、月曜日、午前１０時開会となってお

り、今議会の議案件数は、専決処分報告２件、条例関係１０件（制定１件、

一部改正９件）、予算関係３１件（補正予算１１件、２２年度当初予算２

０件）、その他１２件の計５５件となります。 
  
 さて、平成２２年度の当初予算についてでありますが、予算に計上した

事業の詳細については、月曜日に担当から記者の皆さんに事前に説明をさ

せていただいているところですので、私からは、予算編成の考え方や当初

予算の主な事業を中心に説明いたします。 
  
 平成２２年度当初予算は、一般会計予算総額３９９億２，４００万円円、

前年度比４２億２，４００万円、１１．８％の増、企業会計を除く特別会

計予算総額は、２１８億５，３３７万８千円としております。 
 前年度が骨格予算であったことから、６月補正予算額と比較すると２７

億９，２９４万３千円、７．５％の増であります。 
  
 少し、その内訳を説明しますと、従来田辺市の各種基金の運用先として

田辺市土地開発公社に基金から資金融通をしていましたが、本年度から国

の方針により予算措置をして貸し付けることとし、３２億円を計上したこ

とにより大きな増加要素となりました。また、子ども手当が創設されたこ

とによる児童手当との差額８億６３２万５千円の増額がある一方、元利償

還金１１億４，３４７万７千円（前年度繰上償還含む）、公立紀南病院負

担金６億６，００５万２千万円の減額をしており、この４項目の合計は、

２２億２７９万６千円の増加となります。様々な考え方はありますが、こ

の金額と昨年度６月補正予算額よりも増加した２７億９，２９４万３千円

との差額５億９，０１４万７千円が昨年度から純粋に増加している予算額

と考えますと、１．６％の増加と言えます。 
  
 平成２２年度の予算編成の基本的な考え方としましては、本年は、市政

発足５周年を迎えますが、これまでは新市としての一体感の醸成を図りな

がら、合併効果を具体化して「合併をして良かった」と思えるまちづくり

を進め、併せて、産業振興等による地域の活力の創出に取り組んでまいり

ました。そうした成果は、懸案であった学校給食の完全実施、情報通信基

盤（ＣＡＴＶ）、簡易水道等の社会基盤の整備や世界遺産熊野本宮館を拠



点とした情報発信、地域資源のブランド化の推進等でありますし、海蔵寺

地区沿道区画整理型街路事業、内環状線、林道等の道路網も概ね完成の域

に達し、一定のまちづくりの基礎は整ってきたものと自負しております。 
  
 今後においては、さらに魅力ある田辺市を創るため積極的にまちづくり

に取り組まなければなりません。そのためにも、本年度は合併特例期間１

０年間の折り返し地点であることから、５年間を振り返る「点検の年」、

向こう５年間を展望する「創造の年」と位置づけております。 
 まず、本年度の予算には直接関わりませんが、現在実施中の事業及び市

町村建設計画に登載された実施予定事業や各種事務事業について、厳しい

財政状況の中、今後の優先順位やその必要性、効果について見極めが必要

と考えているところでありまして、本年度（２２年度）から「点検」を行

ってまいります。 
 さらに、これからの５年間は市町村建設計画の早期の実施による田辺市

の潜在力を高め、更に、地域特産品、観光資源などの持てる力を更に高め

るなど、田辺市の魅力そのものを高める「価値の創造」に努めてまいりま

す。 
 そうしたことを念頭において、予算を編成しておりますが、田辺市の価

値を高めるためには、従来から私が申し上げてきました、「産業力の強化」、

「文化力の向上」、「地域力の充実」に向けた取組が不可欠であると考え

て予算措置をいたしました。 
 また、本年度は、近年、少子化が進行し、子育てに対する負担が大きく

なっていることから「子育て支援」及び二酸化炭素の排出量の増加による

地球温暖化が益々進行していることから、田辺市として取り組める「環境

対策」に特に重点を置いた予算としています。  
  
 また、国の第２次補正予算において、地域活性化・きめ細かな臨時交付

金が措置されたことから、それを活用した補正予算と一体とした当初予算

の編成を行っているところです。地域活性化・きめ細かな臨時交付金によ

り措置した事業の詳細につきましては、後ほど３月補正予算で説明をしま

す。 
  
 それでは、本年度予算に盛り込んだ新規の主要項目を中心に順番に説明

いたします。 
  
 まず、「産業力の強化」でありますが、当地域が有する地域資源を最大

限に活用しながら、第一次産業から第三次産業までの連携を強化し、産業

力を高めます。 
－農業－ 
 梅の販売が低迷し過去に例を見ないほどの在庫を抱え、地域経済への影



響も懸念されることから、早急に梅干しの消費拡大を図るため、梅干消費

宣伝販売促進、中国や東南アジアへの輸出試験販売、紀州田辺の日の丸弁

当プロジェクトなどの「梅干消費拡大緊急対策事業」を特別対策として実

施します。 
 また、耕作放棄地の解消と新規就農者を育成するために、昨年度は団体

や個人等で耕作放棄地を借り上げ事業を実施しましたが、本年度は従来の

事業実施と併せて、新たに法人による農業参入の確立を図り、農業参入を

促進するため、「農業担い手雇用創出事業」を実施します。 
  
－林業－  
 木材産業の持続的且つ健全な発展のため、「林業・木材産業構造改革事

業」として、中辺路町森林組合が実施するグラップル付きトラックを購入

する体制整備に対して助成をするとともに、低コスト林業の定着と素材安

定供給体制づくりを進め、素材生産量の増大を図るため、「農山漁村活性

化プロジェクト支援交付金事業」として、龍神村、中辺路町、西牟婁の各

森林組合が導入する高性能林業機械の導入に対して助成をします。 
  
－水産業－  
 和歌山南漁業協同組合が欠損金を解消し経営改善を図るため、同組合が

借り入れた資金に対して利子補給を行うとともに、イサキの京阪神への販

路拡大と品質管理や鮮度管理によるブランド化に取り組む「イサキ販売市

場拡大事業」により魚価の向上を図ります。 
  
－商工業－ 
 企業立地や既存事業者の規模拡大による雇用の創出、確保が大変重要で

すが、産業の空洞化やグローバル化、深刻な経済不況が続くなか、新たに

「田辺市特許取得奨励金」を創設し、製品や技術開発に関する特許出願を

支援し、産業の活性化を図ります。 
  
－観光－  
 当地域の魅力ある観光資源を活かした観光産業の振興として、多くの人

が古道歩きを目的として訪れる中辺路町近露王子近くに「足湯を備えた休

憩所」を整備し、もてなしを向上させ、地域の活性化を図ります。また、

田辺市熊野ツーリズムビューローが、当地域を訪問する外国人観光客を含

む旅行者を対象として、宿泊の手配、観光ルートの作成、案内・ガイドの

斡旋等の着地型旅行業を行うため、一般社団法人化を図ることから、出資

を行い支援いたします。  
  
 「文化力の向上」につきましては、 
 小・中学校の耐震診断値の低い施設の耐震改修を実施していますが、芳



養小学校、本宮小学校及び明洋中学校の体育館の耐震改修に引き続き、稲

成小学校及び栗栖川小学校校舎、高雄中学校体育館の耐震改修を実施しま

す。また、効率性を検討し、新庄小学校及び中芳養小学校体育館について

は、新築をいたします。  
 また、昭和３０年（～４４年）に建築された田辺第二小学校は、耐震診

断値も低く、老朽化も進んでいることから、校舎を新築をすることとし、

本年度は基本計画調査を実施します。 
  
 図書館及び歴史民俗資料館の機能を併せ持ち、生涯学習活動や市民が交

流することのできる複合文化施設については、平成２４年度当初の開館

（歴史民俗資料館は平成２４年７月予定）を目指し、建築に着手します。 
 また、お金のかからない、「ゼロ予算事業」として田辺市子ども読書活

動推進計画に基づき、「幼年文庫事業」として現在配本できていない８保

育所、４幼稚園に配本するとともに、「ふれあい文庫事業」として各行政

局管内の保育所や地域への巡回を増やし、幼児期から本に親しむ環境をつ

くります。 
  
 貴重な文化財を保存し後世に伝えるため、熊野本宮大社社殿の改修に助

成を行い文化財の保存顕彰に努めます。 
  
 「地域力の充実」につきましては、空洞化が進む市街地や過疎、山村集

落の活性化など、地域の再生に向けて取り組みます。 
 まず、中心市街地の振興を図るため、海蔵寺地区沿道区画整理及び街路

事業が完了することから田辺市中心市街地活性化計画に基づく各種事業

を実施いたしますが、南紀みらい株式会社が実施する、木津医院の建築資

材を一部活用した銀座複合施設整備事業に対して助成を行うとともに、南

新町商店街及び湊本通り東通り商店街が実施する街路灯整備にも助成を

します。また、海蔵寺地区街路事業が完了することから、湊本通りから北

新町、栄町（湊栄町１号線）を商店街のコミュニティ道路として整備を行

います。 
 田辺西バイパスと市街地を結ぶ明洋団地古町線の整備を進めておりま

すが、新たに、それに連結し元町新庄線に至る外環状線の整備に取り組み、

市街地の活性化と併せて機能的なまちづくりを進めます。 
  
 山村集落の活性化のため、「元気かい！集落応援プログラム」により取

り組みを進めていますが、本年度は、山村資源を守り、地域産品の生産コ

ストの低減や省力化、品質管理の向上等を図るため、「山村地域力再生事

業」により紀州備長炭の生産施設や梅生産施設の整備を支援します。 
 また、龍神、大塔地域において、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した買

い物支援の仕組みの構築及び実証実験を行い、今後の山村集落等過疎地域



の利便性の向上の在り方を検討します。 
 
 「子育て支援」につきましては、 
 次世代を担う子どもの育ちを社会全体で応援する子ども手当の創設や

児童の養育を支援する特別児童扶養手当の父子家庭への支給拡大等、国に

おいても子育て支援への取組が推進されています。 
 田辺市においても、別紙に取りまとめています、「みんなで子育て応援

プログラム」により、出産から子育て期のきめ細やかな事業を実施します。 
 
 まず、一般不妊治療に要する負担を軽減するため、一般不妊治療費助成

金の上限を３万円から５万円に引き上げるとともに所得制限についても

撤廃をし、子どもを生み育てる環境を整えます。 
 
 子どもの健やかな成長を図るため、就学前の子育て期において、新たに

「５歳児発達相談事業」を実施し、３歳６か月健診では発見が困難な発達

障害の早期発見に努め、適切な支援を行います。 
 
 また、ひとり親世帯の就学前児童の一時保育の利用に対して新たに助成

を行うとともに、「ゼロ予算事業」として、学童保育所の夏休み等の長期

休業期間の開所時間を３０分繰り上げて児童の健全育成と保護者の働く

時間の確保等を図ります。 
  
 子育てを支える施設整備のため、社会福祉法人ふたば福祉会が整備する

児童ディサービス事業を実施する障害児通園施設「通園ありんこ」（定員

１０人）の整備、及び社会福祉法人和歌山県社会福祉事業団が整備する保

護者のいない児童や家庭での養育に欠ける児童を受け入れ育成を行う児

童養護施設（定員３０人）の整備に対して支援を行います。 
  
 高等学校への修学に係る通学及び下宿に要する費用を助成する「高等学

校通学費等助成金」について、その対象を行政局管内の保護者から市内全

域の保護者に拡充し、負担軽減を図ります。 
  
 「環境対策」につきましては、田辺市としても積極的な取組を行うこと

とし、新たな施策として、地元の間伐材などの木質チップを使用すること

による資源の有効活用及び木材産業の活性化と併せて二酸化炭素の排出

量抑制による地球温暖化防止にも効果のある木質チップボイラーを、丹生

ヤマセミ温泉館に設置します。また、この３月補正予算においても、国の

地域活性化・きめ細かな臨時交付金を活用し、龍神温泉元湯に木質チップ

ボイラーを設置することとしております。 
  



 また、森林等自然や文化、森林づくりの取組を全国に発信するとともに

豊かな自然やふるさとの魅力を再認識し、その良さを次世代につなげてい

くことを基本として、平成２３年度に第６２回全国植樹祭が開催されるこ

とから、基本理念の周知など開催に向けて取組を進めます。 
  
 「行財政の健全化」については、 
 田辺市行政改革第２次実施計画に基づき取り組みを進めていますが、市

民サービスの向上と事務の効率化及び徴収率の向上を図るため、平成２３

年度からコンビニエンスストアでの市税等の納付ができるように、収納環

境の整備（システム開発等）に取り組みます。 
  
 また、この３月補正予算において、国の地域活性化・きめ細かな臨時交

付金を活用し、文里港整備事業特別会計で保有している土地を購入し、多

目的広場やグラウンドゴルフなどのできる公園施設を整備します。このこ

とによって、施設の有効活用と今後の財政負担を軽減いたします。 
  
 さらに、本年度は繰上償還を除く公債費が昨年より４億９，１６３万４

千円減少し、公立紀南病院組合に対する医療機器などの償還負担金が６億

５万２千円減少するなど、必要となる一般財源が前年度に比べ７億４，８

３７万７千円減少しています。 
 そうしたことから、ここ数年、ほぼ全ての財源を活用した予算編成を余

儀なくされてきましたが、本年度は行財政改革の効果と相まって、国の交

付金の活用、公立紀南病院負担金の減少、公債費の減少等により、財政運

営の改善と財政の健全化を進めた予算としています。 
 
 以上のように、本年度の予算は、「行財政の健全化を進め、これからの

田辺市の価値を高める予算」としております。 
 
 なお、地域経済の落ち込みなど本市を取り巻く状況は今後も予断を許さ

ない大変厳しいものがあり、地方交付税などの国の動向も不透明であるこ

とから、今後においては厳しい財政運営が想定されます。一方では、取り

組まなければならない多くの課題があることから、行財政改革を更に積極

的に推進し、効率的、効果的な財政運営に努めるとともに、市民の方々の

ご協力を得ながら、市民とともに田辺市のまちづくりに取り組んでまいり

たいと考えております。 
 



平成22年2月定例記者会見（２）  

  

 続きまして、議案書の方を見て頂きたいのですが、補正予算を最

後にして議案の主なものについて、説明をさせて頂きます。  

 

 まず、１ページ「報告第１号 専決処分事項について」は、平成2

1年度田辺市木材加工事業特別会計補正予算（第２号）について、去

る１月９日に発生した木材加工場おがくずサイロ火災により損傷し

た集塵機の修繕費用５２０万円を１月２９日付けで専決処分したも

のです。 

 

 ６ページ、「報告第２号 専決処分事項の報告について」は、原

動機付自転車と車両の衝突事故２件及び道路への倒木による車両損

傷事故１件について損害賠償の額を定め、和解することについて、

専決処分したものの報告です。  

  

 ８ページ、「議案第１号 田辺市駐車場条例及び田辺市自転車等

駐車場条例の一部改正について」は、紀伊田辺駅前第二駐車場の料

金について、３０分ごと１００円を１時間ごと１００円に、紀伊田

辺駅前自転車駐車場の学生の定期使用料について、自転車１，５７

０円を１，０５０円に、原動機付自転車及び自動二輪車２，６２０

円を２，１００円に引き下げるものです。  

 

 １０ページ、「議案第２号 工事請負契約の締結について」は、

籠山武住線道路災害復旧工事請負契約を１億４，３７８万７千円、

「議案第３号 工事請負契約の締結について」は、背戸川第一ポン

プ場機械設備更新工事請負契約を１億７，１３６万円で、それぞれ

締結するものです。  

 

 １２ページ、「議案第４号 訴えの提起について」は、大川市営



住宅の入居名義人及び連帯保証人を相手方として、市営住宅の明け

渡し及び家賃の支払いを求める訴えを提起するするもので、１３ペ

ージ、「議案第５号 民事調停の申立てについて」は、市営住宅の

家賃及び駐車場使用料の納付に応じない入居者３人及びこれらの連

帯保証人を相手方として、当該家賃の支払いを求めるための調停の

申立を行うもので、参考資料の３ページから５ページにそれぞれの

詳細を載せております。  

 

 １３６ページ、「議案第17号 田辺市職員の給与に関する条例及

び田辺市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について」

は、職員の時間外手当の支給割合の改定及び時間外勤務代休時間の

新設をするもので、労基法及び人事院勧告に基づき、月６０時間を

超えて時間外勤務を行う場合、従来は平日２５％の割り増しであっ

たものを５０％の割り増しとし、また、従来より増加する時間外勤

務手当の代日休暇への振替制度を新設するものです。  

  

 １３９ページ、「議案第18号 田辺市税条例の一部改正について」

は、平成２３年度から個人市民税及び固定資産税の納期前の納付に

係る報奨金制度（前納報奨金）を廃止するとともに、市税の減免申

請の受付期限を延長するものです。 

  

 １４５ページ、「議案第21号 田辺市特別会計条例の一部を改正

する等の条例の制定について」は、砂利採取事業の終了に伴い、砂

利採取事業特別会計及び砂利採取事業基金を廃止するもの。  

  

 １６６ページ、「議案第27号 田辺市の辺地に係る公共的施設の

総合整備計画の策定について」は、辺地に係る公共的施設の総合整

備のための財政上の特別措置等に関する法律の規定により、本市の

辺地に係る公共的施設の総合整備計画を定めるものです。（５年間

毎の計画）  



  

 １７５ページ、「議案第37号 田辺市簡易水道条例及び田辺市水

道事業の設置等に関する条例の一部改正について」は、長野、古屋

谷及び大坊団栗簡易水道を「簡易水道事業統合計画」に基づき上水

道に統合するものです。  

  

 次に、資料⑧の「平成２２年度３月補正の主な内容」をご覧下さ

い。  

 今回の補正予算は、国の補正予算に伴うもの、実績等による減額

が多くなっておりますが、その中の主なものを説明を致します。  

 

 まず、歳入の補正ですが、国の「経済危機対策」において公共事

業等の追加に伴う地方負担の軽減を図り、地方公共団体が国の施策

と歩調を合わせ地域における公共投資を円滑に実施することができ

るよう、「地域活性化・公共投資臨時交付金」が１兆３，７９０億

円補正され、田辺市の交付額は４億２，１５３万１千円と決定しま

した。  

 交付金の算定基礎となる事業と、交付金を活用した事業は記載の

通りですが、⑩災害緊急砂防県営事業負担金から⑫水道施設整備事

業（水道事業会計への繰出金）までは今回補正をするもので、それ

以外の事業は補正済みですので、財源の更正のみとしております。  

 

 また、「明日の安心と成長のための緊急経済対策」において、地

方公共団体によるきめ細かなインフラ整備等を支援するため、国の

第２次補正予算において「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」５，

０００億円が計上され、田辺市への交付額は４億７，２８３万７千

円と決定しました。  

 交付金の使途につきましては、①社会福祉施設給水施設整備事業

から⑰下湯川簡易水道施設改良事業を実施することとし、今回の補

正に計上をしております。 



 

 次に、ふるさと田辺応援寄付金につきましては、県外８人、県内

１人、市内８人の方から趣旨にご賛同を賜り、浄財２５０万９千円

の寄附を頂きましたので、資料に記載の通り予算措置を行うもので

す。  

 

 次に歳出予算ですが、財産管理費の財政調整基金積立金につきま

しては、砂利採取事業特別会計の廃止に伴う剰余金を積み立てるも

のです。 

  

 障害福祉につきましては、今後において芳養町田中の旧養豚団地

跡地の活用が見込まれることから、給水設備の更新・整備と第二の

ぞみ園に貸し付けている市有地の法面整備を交付金を活用して行い

ます。  

 

 児童福祉では、子育て応援特別手当が国において執行停止となっ

たため減額するとともに、子ども手当の支給が本年６月から開始さ

れるためシステム開発を行います。 

 また、秋津川保育所の外壁の改修等を交付金を活用して実施しま

す。  

 

 農業振興では、ふん尿の適切な処理と堆きゅう肥の活用を図るた

め、本宮町畜産堆肥組合が実施する堆肥処理機械の購入に助成を行

う他、国の補正予算による南紀用水の島ノ瀬ダム管理システムの更

新等に伴う管理費負担金を補正します。  

 

 林道新設改良事業では、国の補正予算により政城線、橘川線の事

業費を補正し、事業の進捗を図るものです。 

 

 観光振興では、龍神村、小森谷遊歩道等の観光施設の整備、及び



資源の有効活用と二酸化炭素排出量抑制による地球温暖化防止にも

効果のある木質チップボイラー１基を龍神温泉元湯に設置するもの

で、ともに交付金を活用して実施します。  

 

 橋梁新設改良事業は、新庄町の跡ノ浦橋の架け替えを、次の街路

事業は、内環状線について国の補正予算により事業費を増額し、完

成を早めるものです。  

 

 公園整備事業は、平成２３年度に第６２回全国植樹祭が開催され

る新庄公園や扇ヶ浜のトリムコースの整備等の他、文里港整備事業

特別会計で保管用地として保有している２１，８００㎡の用地を取

得し、文里公園（仮称）として多目的グラウンド等に整備し、防災

など多方面にも活用ができるように、それぞれ交付金を活用して事

業を実施します。 

 

 市営住宅管理につきましても、交付金を活用し、南松原団地外壁

補修工事等を実施します。 

 

 水道事業会計繰出金は、水道会計が実施した老朽管更新等の補助

事業が国の交付金対象となったことから、交付金相当額を繰り出し

するものです。  

 

 その他の予算につきましては、記載の通りですが、ご質問等がご

ざいましたら、担当者から説明を致させますのでよろしくお願い申

し上げます。  

 


